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Abstract：Japanese　pears‘Nijisseiki’and　the　Kanzawa　spider　mite　were　fumigated　with

phosphine　to　confirm　the　tolerance　of　fresh　fruits　and　the　mortality　of　the　mite. All　stages　of

the　mite　were　completely　killed　at　fumigation　conditions　of 1．O g／m3 of phosphine for 24 hours

at 15℃ or 2．O　g／m3 for 18hours at 15℃. No　injury　was　observed　on‘Nijisseiki’pears　fumigated

with　at　doses　of 1．0，2．O　and 3．Og／m3 for 24 hours at 15 and 25℃ with　O.17％（v／v) loading　when

assessed　fumigated　and　unfumigated　control　fruits　on　soluble　solids　content，firmness，weight

loss，discoloration　of　fruit　skin　and　pulp　and　organoleptic　test.
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は　じめに

　日本産の梨生果実を米国，カナダ，オーストラリア

などに輸出するには，カンザワハダニ，To磁ηyc枷s

んαnzα2〃伽が寄生していないことが条件となってい

る。臭化メチルによるくん蒸処理はカンザワハダニに

対しては有効であるが，梨（二十世紀）に対しては果

肉に褐変症状が発生するため適用できないことが報告

（川上ら，1990；相馬ら，1992）されている。また，収

穫後の低温（0℃）や貯蔵期間によって，臭化メチルく

ん蒸に対する感受性が異なり，収穫直後の果実は障害

発生が著しいが，貯蔵期間が長くなるにつれ障害の程

度が軽減し，くん蒸後に低温保管することによっても

障害が軽減するという結果（相馬ら，1992）が得られ

ている。これは，リンゴの臭化メチルくん蒸した場合

も同様な結果となり，収穫後間もない“ふじ”は感受

性が極めて高いが，低温保管の期間が長くなるにつれ

感受性が徐々に低くなった（川上ら，1994）。

　このため，他のくん蒸剤の適用の可否について調査

が行われ，これまでにリン化水素2．O　g／m3，15℃，24

時問のくん蒸条件でナミハダニTθ惚ηyo加s㍑漉oαθ

が完全殺虫され，3．O　g／m3，150C，24時間のくん蒸条

件でリンゴ（王林，金星，ふじ），ブドウ（巨峰），梨

（二十世紀）の生果実に障害が発生しないことが報告

（相馬ら，1997；2000）されている。これらのデータ

は，リン化水素くん蒸による二十世紀梨の消毒が可能

であることを示唆している。

　そこで，カンザワハダニを完全殺虫し，かっ，二十

世紀梨に障害が発生しないリン化水素くん蒸条件（薬

量，温度，時間）を調査をしたので，その結果を報告

する。

本試験にあたり，カンザワハダニを供給していただ

いた鳥取県農業試験場の伊澤　宏氏及び神戸植物防疫

所業務部国内検疫の各担当官に対して厚くお礼申し上

げる。

材料及び方法

1．供試果実

2000年8月28日に鳥取県河原町で収穫された梨

（二十世紀）で，収穫直後及び収穫後1℃として30日

間貯蔵されたを果実（Mサイズ）をそれぞれ入手し，

くん蒸温度の15℃と25℃に1日保管した後くん蒸

に供した。
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　2．供試虫

　鳥取県園芸試験場内の梨の葉から採取され，同試験

場及び神戸植物防疫所においてそれぞれインゲンの葉

を用いて25℃，70％R．H．，16L：8Dの条件で飼育，

増殖されたカンザワハダニ（卵，幼虫，若虫及び成虫）

を使用した。両飼育場所から，シャーレ内の寒天培地

上に置かれた各態が寄生したインゲン葉の送付を受

け，くん蒸温度の15℃に1日保管した後シャーレの

蓋を除去してくん蒸に供した。

　3．くん蒸

　殺虫試験のくん蒸条件は，ナミハダニの試験（相馬

ら，1997）を参考に，リン化水素薬量1．0，1．5及び

2．O　g／m3，くん蒸時間18及び24時間，くん蒸温度

15℃を適用した。

　果実障害試験では高い濃度及び温度に対する耐性の

確認を含め，リン化水素薬量1．0，2。0及び3．O　g／m3，

くん蒸時間24時間，くん蒸温度15及び250Cを適用
した。

　くん蒸は，内容積約30」のアクリル樹脂製くん蒸箱

（ガス投薬，採取，排気装置及び圧力・温度測定用の孔

付き）に供試虫又は20果を収容（収容比0．17
kg／m3）し，ボンベに充填された濃度10％（窒素充

填）のリン化水素ガスを一定量注射器で採取し，くん

蒸箱に注入した。投薬後は2分間ガスを撹搾した・ガ

ス濃度は投薬10分後及びくん蒸終了時にガスクロマ

トグラフ（TCD；GC－14A，島津）を用いて測定（赤川

ら，1995）した。くん蒸中の温度は自動温度記録計

（Hybrid　Recorder　AH，チノ）で測定した。くん蒸後

は排気装置を用いて1時間排気した。くん蒸は収穫直

後の果実及び収穫後1℃に30日間低温に貯蔵された

果実について各1回行った。

　4．殺虫効果の調査

　くん蒸終了後，シャーレ内の供試虫を25℃に保管

し，幼虫，若虫及び成虫は3日後に生死を調査した。

卵は6日後に騨化の有無を顕微鏡下で調査した。

　5．果実の障害調査

　くん蒸終了後，果実を専用のカートンに収容し，

15℃保管区（15℃に1日間保管し，引き続き15℃

に6日間保管）と変温保管区（15℃に1日間保管し

た後5℃に10日間，その後15℃に3日間保管）の二

通りの方法で保管した。15℃保管区は国内での販売

条件（変温保管区との比較用）として，また，変温保

管区は輸出を想定した輸送，販売と消費条件として設

定した。

　保管終了後，糖度，硬度，重量減少率，果皮・果肉

の変色及び食味について調査した。糖度（Brix値）は

デジタル濃度計（アタゴ社，DBX－55）を使用し，果肉

に切り込みを入れて各区当たり10個（果実ごとに2

回搾汁）を測定した。硬度は，果実硬度計（藤原製作

所製，KM型）を使用して各区当たり10個（果実ごと

に赤道部の5点）を測定した。重量減少率は保管前と

保管後に20果実をまとめて重量を測定して計算し

た。果皮・果肉の障害は果皮の斑点・変色，果肉の変

色などの有無について肉眼で調査した。食味は数人で

果実の異臭，異味の有無を調査した。

Table 1． Dose－mortality　data　for　all　stages　of　Tetranychus kanzawai by　phosphine　fumigation　at　doses　of

1．0，1.5 and 2．O　g／m3 for 18 hours　and 24 hours　at 15℃

Eggs
　　　　　ExposureD・se（9／m3）time（h。urS）Nα・f　Percent

　　　　　　　　　　inSeCtS＊　　mOrtality

Larva．e・Nymphs Adults

No．of　　　　　Percent

inSeCtS＊　　mOrtality

No．of　　　　Percent

inSeCtS＊　　mOrtality

1．0
18

24

5，221

3，888

99．6

100

1，358

1，207

100

100
680
604

99．2

100

1．5
18

24

4，685

3，604

99。9

100

1，130

1，388

100

100
758
765

100

100

2，0
18

24

2，792

3，924

100

100

1，275

1，145

100

100

695

703

100

100

Cont， 24 704 4．4 1，089 4．8 262 21．0

＊Total　number　of　insects　in2replicates．
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結果及び考察

　1．殺虫効果

　15℃において，異なる薬量及び時間の組合せでく

ん蒸した場合のカンザワハダニの卵，幼虫・若虫及び

成虫それぞれの殺虫率はTable1のとおりである。

　1．O　g／m3を用いて18時間くん蒸したときの殺虫率

は，卵が99．6％，幼虫・若虫が100％，成虫が99．2％

で，卵及び成虫は完全殺虫されなかった。しかし，24

時間くん蒸では全ての態が100％殺虫された。1．5

g／m3を用いて18時間くん蒸したときの殺虫率は卵

が99，9％で，完全殺虫されなかったが，24時間くん

蒸では全ての態が100％殺虫された。

　これらのデータから，リン化水素2．O　g／m3を用い

て15℃で18時間くん蒸した場合及び1．O　g／m3を用

いて15℃で24時間くん蒸した場合は，カンザワハダ

ニの全ての態が完全殺虫されること，各態のリン化水

素くん蒸に対する感受性は卵が最も低く，次いで幼

虫・若虫，成虫の順であることなどが判明した。

　2．果実の障害

　収穫直後の果実及び収穫後10Cに30日間貯蔵した

果実を，リン化水素くん蒸した場合の果実の糖度，硬

度，重量減少率，果皮・果肉の変色の発生状況及び食

味調査はTable2のとおりである。

糖度：くん蒸前の果実貯蔵期問，くん蒸の有無及びく

ん蒸後の保管方法の違いによる差は特に認められず，

むしろ果実個体間の差の方が大きかった。

硬度：収穫後30日間貯蔵され，25℃でくん蒸され後

に変温保管された果実の硬度は2．2kgであった。こ

の値は他の区に比べてやや低かったが，薬量による差

やくん蒸の有無による差は認められなかった。

重量減少率：収穫直後の果実及び収穫後30日間貯蔵

された果実ともに，3．O　g／m3では15℃くん蒸よりも

25℃くん蒸の方が重量減少率がやや高い傾向が認め

られた程度であり，特に問題となる値ではなかった。

果皮・果肉の変色：収穫直後の果実及び収穫後30日

問貯蔵された果実ともに，くん蒸の有無に関係なく果

皮の斑点や果肉の変色などの症状は認められなかっ
た。

食味：収穫直後の果実及び収穫後30日間貯蔵された

果実ともに，全区において異味・異臭などの症状は認

められなかった。

　以上の結果から，リン化水素くん蒸では，2．O　g／m3，

18時間，15℃又は1．O　g／m3，24時間，15℃の基準

でカンザワハダニの全態が完全殺虫されること，及び

リン化水素3．O　g／m3，24時間，15及び25℃くん蒸

において果実に障害が発生しないことが確認され，輸

出用梨（二十世紀）に対する実用的な消毒技術の開発

が可能であることが判明した。
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